
令和８年度 青少年育成県民会議表彰受賞者・団体 

 

【青少年育成指導者の部】 

    氏  名（市町村） 活 動 の 主 な 内 容 

家 村 純 子 
 

（薩摩川内市） 

薩摩川内市更生保護女性会会長として，子育て支援やボランティア活動，更生
保護活動等に積極的に携わり，会員及び地域住民から厚い信頼を得ている。 
県内から提供された本を幼稚園や小・中学校等に届ける「子供たちに本を贈る

運動」や子育てのストレス解消と交流を目的にした「子育てサロン」の開設，更
生保護の立ち直り支援活動「ひまわり教室」での料理教室や農作業等のボランテ
ィア活動など，精力的に活動を継続している。 
令和２年からは，「地域で親子の育ちを支える仕組みづくり」に取り組み，民

生委員・児童委員と協働する子育てサロンの開設にも尽力されている。 

久 保 園  剛 
 

（伊 佐 市） 

平成１４年から令和２年までの１９年間，青少年体験活動推進委員として，餅
つきやシイタケの駒打ち，マスのつかみ取りなど，多種多様な体験活動の機会と
場を校区の子どもたちに提供している。 
 また，平成２３年から令和元年まで，菱刈校区コミュニティ協議会の青少年育
成部会の副部長を務められ，令和５年度に伊佐市社会教育関係功労者表彰を受賞
された。 
 現在も，毎月実施されている「伊佐さわやかあいさつ運動」への参加や，「ふ
るさと学寮」の支援を行うなど，青少年の健全育成に大きく貢献されている。 

住 岡 重 寛 
 

（中 種 子 町） 

小・中・高等学校のＰＴＡ会長，横町・松原子ども会育成会長など，様々な役
員を歴任され，平成２４年から，中種子町子ども会育成連絡協議会副会長，平成
３０年から現在まで会長として，青少年育成及び子ども会組織の振興発展に尽力
してこられた。 
 町子ども会主催の「親子ふれあいスポーツ大会」では，年齢や体力，障がいの
有無にかかわらず誰でも一緒に楽しめるスポーツ「ボッチャ」を導入して，*イン
クルーシブな地域づくりに貢献している。 
 その他，町文化財保護審議会委員，町教育委員，町青少年育成コーディネータ
ー，生涯学習公民館講座講師としても活躍されている。 
 町の健全育成活動の中心的役割を担い，地域や学校からの人望も厚く，他の模
範となっている。 

 （*インクルーシブ：誰も排除せず，ともに参加・共生できる状態を指す言葉） 

 

 

【青少年団体・グループの部】 

   団体名  （市町村） 活 動 の 主 な 内 容 

ガールスカウト
鹿児島県連盟 
第 12団 

 
（鹿 児 島 市） 

 昭和６２年から団委員，指導者，保護者の連携のもと，スカウトの育成･支援に
取り組み，ガールスカウト運動の理念に基づく団独自の活動を展開されている。 
 活動拠点としている鹿児島興正寺別院から，育成母体としての支援を受け，毎
年７月に開催される興正寺六月灯では，スカウトたちによるダンス等が披露され，
地域に賑わいをもたらしている。 
 また，荒田小バザー「荒田のんの市」にも毎年出店し，校区の活性化の一助と
なっているほか，｢元気フェスタ in かんまちあ｣，｢ユニセフハンド・イン・ハン
ド募金｣，｢鹿児島マラソンボランティア」等にも積極的に参加している。 
 指導者と育成母体，保護者が連携した活動に継続的に取り組み，各団の模範と
なっている。 

 

 



【青少年育成団体の部】 

   団体名（市町村） 活 動 の 主 な 内 容 

南さつま市金峰 
更生保護女性会 

 
（南さつま市） 

 昭和５５年の設立時より，「青少年に母の愛を」の精神を合い言葉に，行政や
関係機関団体と連携し，更生保護活動はもとより，青少年育成・非行防止・子育
て支援活動を継続してこられた。 
 交通安全見守りや「南さつま子どもの家」への施設訪問，吉松刑務所での学習
研修等のほか，社会を明るくする運動などの犯罪や非行防止活動の各種行事や大
会等にも積極的に参加している。 
 また，子供たちへの「あいさつ運動」や「昔遊びの伝統継承」等の活動も行っ
ている他，平成５年に土砂災害があった金峰町扇山地域の清掃活動を長年継続す
るなど，長年にわたり，青少年の健全育成や更生保護，地域貢献に大きく尽力さ
れている。 

南っ子応援団 
放課後見守り 

 
（鹿 屋 市） 

１町内会１小学校（鹿屋市立南小学校）の地域で学童保育の施設がないという
課題に対し，平成３０年度に町内会の参加できる方々により「南っ子応援団放課
後見守り」として，学校の図書室での子供たちの見守り活動を開始された。 
 帰宅後も一人で過ごす子供の安全確保と，安心できる心の居場所をつくるため，
地域住民が毎日交代で子供の話に耳を傾け，学習の見守りや折り紙，お絵かきな
どを通して，温かい関わりの中で安心して過ごせる環境を提供している。 
 放課後の時間を過ごす場の提供だけでなく，子供たちの情緒の安定，人との関
わり方や地域の一員としての自覚を育むといった面において，子供の心身の成長
を支え，未来を担う健全な青少年育成に貢献されている。 

安城カシミア 
クラブ 

 
（西 之 表 市) 

 地域の児童生徒及び在郷青少年に郷土への愛着と誇りを育み，心身ともに健全
に育成するため，安城校区公民館活動の一環として平成２９年に設立された。 
 少子化に伴い，校区内社会教育団体（ＰＴＡ，スポーツ少年団・子ども会など）
が担ってきた活動を整理統合し，「安城校区の子供は，安城校区で育てる」のス
ローガンのもと，地域の教育力を有効活用し，地域ぐるみで青少年の健全育成活
動に取り組んでいる。 
漂流びん流し，六月灯籠づくり，伝統文化伝承活動のなぎなた踊り，鉄砲祭り

子供みこし，餅つき大会，新春歩こう会など，地域の方々と学校が連携し，様々
な活動に取り組んでいる。 
 また，地域の方々に限らず，西之表市の「種子島しおさい留学生」の保護者が
活動の講師を務めるなど，学校と地域が連携しながら盛んな活動を展開し，他の
模範となっている。 

 
 

【青少年育成市町村民会議の部】 

   団体名（市町村） 活 動 の 主 な 内 容 

徳之島町青少年 
育成町民会議 

 
（徳 之 島 町） 

昭和６０年，青少年の健全育成を目的として設立されて以降，家庭・地域・関
係機関が連携し，継続的な青少年育成活動に取り組んでいる。 
 町民会議は，「家庭教育」「青少年育成」「社会環境」の３部会に分かれ，関
係機関や関係者に加え，高校生にも参画してもらい，それぞれの立場から意見交
換や情報共有を行うなど，地域ぐるみの協議・実践を重ねている。 
 令和４年度からは高校生の声を直接聞き，意見を反映させることを目的に「高
校生委員」を配置するなど，若者の主体的な参画を促進する先進的な取り組みを
実践している。 
 また，町独自の取り組みとして「わがまちふるさと一斉清掃」，「徳之島町青
少年育成町民会議絵画コンクール」等を毎年実施するなど，地域に根ざした実践
的な青少年育成活動に継続して取り組み，郷土愛の醸成に大きく寄与している。 

 


